
























危機管理（ソフト対策）のイメージ図
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【氾濫危険水位】
・市町村長の避難指示の発令判断の目安
・危険な場所から全員避難

【氾濫判断水位】
・市町村長の高齢者等避難等の発令判断の目安
・危険な場所から高齢者等は避難
・高齢者以外の人も必要に応じ、普段の行動に見合わ
せたり、避難準備したり、自主的に避難

【氾濫注意水位】
・水防団の出動の目安
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水防団待機水位水防団待機水位

洪水等による被害を最小限に抑えるため、 総合的な被害軽減対策を関係機関や地域住民等と連携して推進します。

洪水予報・警報の伝達、リアルタイムな情報提供

地デジによる河川防災情報の提供地デジによる河川防災情報の提供 河川情報アラームメール河川情報アラームメール

川の防災情報川の防災情報

NHK総合の地上デジタル放送で、河川の水位・雨
量情報の提供を行っています。

チャンネルを
ＮＨＫ総合に ！

リモコンの
dボタン ！

気象・河川・土砂災害等を１画面でまとめて確認できる
国土交通省が運営する防災ポータルページです。
堤防の天端まであと何ｍかがわかり、夜間でも川の様子
を確認することができます。
https://www.river.go.jp

九州管内一級河川の雨量・水位観測局が設定した
基準値になれば携帯メールでお知らせします。

【登録方法】
以下アドレスに空メール送信

水位と危険度
■解説標識の設置例 水位危険度レベル

「今の水位が〇m」と言ってもどの程度危険なのかわ
かりにくいので、避難行動の目安を危険度レベルにし
て、レベル１から４まで色分けして示しています。川の
中の目立つ所にも表示して水防活動や住民の方へ啓
発に役立てています。

（注意） 雨や川の状況によって早めに、 避難指示等が発令される場合もありますので、 市町村からの情報に注意して下さい。 

qsr-kasenalarm-entry@kp.mlit.go.jp
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岩瀬ダム再生事業イメージ

貯水池容量配分図のイメージ
現　行 再　生　後
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　岩瀬ダムは、大淀川水系岩瀬川の下流、都城市（右岸）と小林市（左岸）にまたがるところに位置して
います。大淀川下流の水害軽減（治水）と発電（利水）を目的とし昭和42年7月に完成し宮崎県にて管
理されています。

【岩瀬ダム諸元】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　※( )は再生前の諸元

　　形　式:重力式コンクリートダム　　　　　　総貯水容量　　:5,700万ｍ3

　　ダム高:55.5ｍ 　　　　　　　　　　　　　有効貯水容量　:5,000万ｍ3　(4,100万ｍ3)

　　堤頂長:155.0ｍ　　　　　　　　　　　 　 集水面積　　　:354ｋｍ2

岩瀬ダムの概要

岩瀬ダム再生事業の概要
岩瀬ダム（既設）の発電容量及び死水容量を洪水調節容量に振り替えることで、現況
の洪水調節容量を約3,500万m�から約5,000万m�に増大させ、放流設備の増設を行う
ことにより、治水機能の向上を図ります。また、気候変動によって外力が増加することも
想定しながら検討調査に取り組んでいます。

■事業内容　:
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